
 
令和元年度 

 

第 18 回神奈川県介護支援専門員研究大会               

開 催 案 内 
 

日 時 ：  令和2年2月15日（土） 

午前１０時００分～午後４時30分 

 

会 場 ：  高津市民館 

 

主      催 ：  神奈川県介護支援専門員協会 

共         催 ：  川崎市介護支援専門員連絡会 

                                     

１ 開催主旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 後  援 神奈川県／川崎市／川崎市社会福祉協議会／神奈川県社会福祉協議会／神奈川県医師

会／神奈川県歯科医師会／神奈川県薬剤師会／神奈川県看護協会／神奈川県病院協会

／神奈川県精神科病院協会／神奈川県理学療法士会／神奈川県作業療法士会／神奈川

県言語聴覚士会／神奈川県栄養士会／神奈川県社会福祉士会／神奈川県介護福祉士会

／日本福祉用具供給協会神奈川県ブロック／全国福祉用具専門相談員協会神奈川県ブ

ロック／神奈川県高齢者福祉施設協議会／神奈川県老人保健施設協会／神奈川県訪問

看護ステーション協議会／かながわ福祉サービス振興会 

(順不同）       

３ 協  力 神奈川県内介護支援専門員関連団体各位 

 

 

４ 日  時  令和元年２月１５日（ 土 ）１０：００～１６：３０ 

 

 

５ 会  場  高津市民館 

（川崎市高津区溝口1-4-1 ノクティ2 12階） 

 

今年度の大会のテーマは、「虹のかけはし～ともにつながるかわさき～」です。川崎市は、7 つの

区で構成されており、その 7つを光に例え虹をイメージいたしました。古くから多文化を共有し、他

県から就労を求めて移り住む方々にも、子供にも、高齢者にも、障がいをお持ちの方にも、心地よい

生活ができるよう、相互交流が盛んです。自分らしい暮らしを人生の最期の時まで続けていけるよう

に、共生社会における地域包括ケアシステムの構築を目指しています。「虹」は多様性（様々な分野

とのつながり）を象徴しています。「虹のかけはし」は、どこまでもつながりを持ち、私たち介護支

援専門員が、一つの「虹」として様々な「かけはし」となることを目指して参ります。「ともに」は、

片方だけでなく、双方がつながっている意識を持つことで、より良いつながりが作れるようにという

意味もあります。利用者とのつながりを持つだけではなく、介護支援専門員同士も、このような研究

大会を通して、知識や対人援助技術を共有し、つながりを持ち、互いに支えあい、協力していけるよ

うな「かけはし」になれるようにと願っております。 

「虹のかけはし」が、川崎市からだけではなく、県内、更には全国につながりを持つことで、これ

からの超高齢化社会に立ち向かっていきます。 

 

  

(予定) 



会 場 案 内 

 

６ 参 加 費   

   

申し込み 

区分 

① 介護支援専門員（事前申込） ② 一般 

③ 当日参加 

参加費 1000円 2000円 

 

 

７ プログラム 

 

 

  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

基調講演 13:00～14:00 

 厚生労働省 老健局総務課 課長補佐 

  鴨野 寿美夫 氏 

 

 

 

シンポジウム 14：30～16:15 

 

テーマ 利用者をまるごと支えるとは 

    ～お互いの扉を開けてみよう～ 

 

 

研究発表   10:10～12:00 

   
     

 

 

JR 南部線「武蔵溝ノ口」 

下車 徒歩３分 

東急田園都市線「溝の口」 

下車 徒歩４分 

 


